
Hakuba Village



位置 Location



アクセス Access

東京
Tokyo

白馬
Hakuba 2.5h

4.0h

1.0h



標高 Altitude

1,000m

2,000m

白馬岳
2932m

598m
市街地：700-800m



気温 Temperature

白馬
Hakuba

東京
Tokyo

年平均 9.6℃ 15.8℃

日最高（8月）
平年値 28.4℃ 31.3℃

日最低（2月）
平年値 -7.3℃ 2.1℃



平均気温の推移 Changes in Average Temperature
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降雪量の推移 Changes in Snowfall
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人口推移 Changes in Population
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人口密度 Population density

白馬村 Hakuba

45人/km2

東京23区 Tokyo

15,000人/km2×333



年代別人口 Population by age

0 100 200 300 400 500

0100200300400500

0～4
5～9
10～14
15～19
20～24
25～29
30～34
35～39
40～44
45～49
50～54
55～59
60～64
65～69
70～74
75～79
80～84
85～89
90～94
95～99
100～



外国人住民 Foreign Residents
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外国人住民 Foreign Residents
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外国人住民 Foreign Residents

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

20
12
. 8

20
13
. 2

20
13
. 8

20
14
. 2

20
14
. 8

20
15
. 2

20
15
. 8

20
16
. 2

20
16
. 8

20
17
. 2

20
17
. 8

20
18
. 2

20
18
. 8

20
19
. 2

20
19
. 8

20
20
. 2

20
20
. 8

20
21
. 2

20
21
. 8

20
22
.2



歴史 History

縄文時代

B.C.4000～

装飾用の玉類や石斧などに加工される滑石・翡翠・蛇紋岩などが

白馬岳周辺から産出され、街道が形成される。

弥生時代

B.C.300～

村南部の湿地帯を取り巻く段丘状に稲作の集落が起こり、支配者

たちが墳墓を築く。

江戸時代

1600～

佐野・沢渡・飯田・飯森・堀之内・蕨平・塩島の7村に加え、細野・大出・

野平・峰方・深沢空峠が新田村として独立する。

北アルプス一帯は、国境警備や宗教登山、狩猟の大将のみであった。



近世・近代 The Modern Period

明治時代

1868～

宣教師・登山家のウェストン氏や高山植物研究家の河野零蔵氏が白馬岳に登り、

高山植物の宝庫として全国に知られ、登山者が増え登山道が整備される。

1907年（明治40年）に白馬岳山頂直下の測量班の石積み小屋を山小屋として

開設する。

多くの村民は、平川・松川の災害に苦しみながら水稲・養蚕・麻の栽培を中心

とする農業で生計を立てる。

大正時代

1912～

1913年（大正2年）に神城小学校長が学校の裏庭でスキーの模範滑走を行う。

（白馬村のスキー発祥）

その後、地域住民を中心に山岳スキーの人気が高まり、講習会や大会が開かれる。

1916年（大正5年）には信濃鉄道が大町まで開通し、登山人気に拍車がかかる。

馬車・人力車が乗合自動車に、ランプが電燈に替わっていく。



現代 The Present Day

昭和中期～後期

1945～

1950～ スキー場開発が本格化

1960～ 学生村

1970～ スキーブーム・ペンションブーム

平成・令和

1990～

1998 長野オリンピック・パラリンピック

2005～ 外国人観光客増加

2020～ 新型コロナウイルス感染症

昭和初期

1926～

国鉄大糸線が信濃森上まで開通する。

1937年（昭和12年）山案内人16戸が警察の許可を受けて民宿営業を始める。

（民宿の発祥）

その後、太平洋戦争により登山客が途絶える。



産業 Industry

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

白馬村 長野県 全国

第3次産業

第2次産業

第1次産業



農業 Agriculture
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観光客数 Tourism
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白馬南小学校

裏山にＴバーリフトのある

専用ゲレンデを有する。

（圧雪は保護者が担当）

白馬北小学校

校庭に専用のジャンプ台
を有する。



白馬中学校

白馬高等学校

2016年に国際観光科を
新設して生徒を全国募集
高校生ホテルなど地域性
を活かした実践的な学び

村内の子どもが一堂に会
する唯一の学校。
2020年以降、全校的に
SDGsに取り組む。



長野オリンピック・パラリンピック

ジャンプ

ノルディック
コンバインド

クロスカントリー

アルペン



オリンピアン・パラリンピアンの輩出

上村 愛子

柏原理子

渡部 暁斗
渡部 善斗 成瀬野生西 伸幸福島 のり子

猪股由美丸山寿一

夏目堅司

谷口彰

丸山直也

山田優梨菜

丸山美保子

丸山仁也

24



民宿、ペンション、ホテル、コテージなど
多様な宿泊施設



温泉

日本有数の蛇紋岩地帯から湧出するPH11超の世界的にも稀
な高アルカリ度の「八方温泉」や、空気にふれて褐色になる「塩
の道温泉」など、個性豊かな源泉が複数存在する湯の街でもあ
ります。



国内最大級のスキー場



初心者から上級者まで楽しめる登山・トレッキング



白馬ジャンプ競技場（五輪遺産）



重要伝統的建造物群保存地区（青鬼）



棚田百選（青鬼）



名水百選（姫川源流）



氷河（唐松沢・杓子沢・不帰沢・白馬沢）



白馬村 村民憲章
(昭和54年11月1日制定)

わたくしたちは、 北アルプスの山なみにいだかれて生きる、 白馬村民です。

白馬岳・姫川に象徴される 豊かな自然風土は、 わたくしたち白馬村民のいのちです。

わたくしたちは、 村の歴史をとうとび、未来を語り、 さらにすばらしい村にする願いをこめて、

ここに村民憲章を制定します。

一 自然に学び風雪に耐えて 力強く生きましょう

一 先祖の遺産を受け継ぎ 地域に根ざした文化を築きましょう

一 あたたかい心を育て 明日をつくる喜びをわかちましょう

一 美しい山河を守り 住みよい村をつくりましょう

一 白馬の土と人を愛し 来訪者をあたたかく迎えましょう



白馬の豊かさとは何か

多様であることから交流し学びあい成長する村


